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Abstract

Theimpact value for various operations of doublelink typelevellu魚ng

Cranehas hitherto been handled on the assumption basis.The writer measured

the values with the cranein actualoperation to enable englneerS tO dealwith

it with con丘dence based on proved丘gures.

The measurement was carried outin the followlng Way;a photoelectric

Celltype stress gaugeis equipped at threeparts asillustratedin Fig.2.(a),(b)

and(C),and the stress of each part was recorded by oscillograph.Then,the

impact values calculated from the oscillograms thus obtained were compared

With the calculated val11eS derived from the theoreticalanalysis.The results

Of this comparative study are as follows:

(1)In Case of Hoisting:

The magnitude of stress

makes the following ratio,

TIcalculated value

T(measured value

arlSlngfrom the staticload at the tip of boom

T,,With the stressinvoIving theimpact:

1.6

1.55

(2)In Case of Lu伝ng:

In case oflu氏ng operation,theimpact value reached themaximumwhen

the jibis retrocededinside the minimum radius.

Impact due to Oscillation of Hoisted Load:

The maximum width of oscillation of hoistedload,,有れ｡｡,immediately

after the tip of the boom comes to standstil

㌫ax=2÷(叶β)
Wbere,

l=distance between boom tip andload

α=aCCeleration rate of boom tip

β=deceleration rate of boom tip

g=aCCeleration of gravity

is expressed as follows:

Then,thelu臨ngimpact value,SH,CauSed by the oscillation aboveanalyzed

is as follows:

SHCalculated value

SHmeaSured value

Where,

W=Weight of theload

*
日立製作所亀有工場

0.2241y

O.195Ⅳ
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Impact due to enertia:

The forceimpose on thelu氏ng rack,Tr,arlSlng from theinertia of

movlng Partis glVen aS follows:

T,Calculated value=5.08t

T,meaSured value=6.26t

Asgiven above,the calculated values come out with some difference with

the measured values.And this difEerence,Or errOr,1S aSSumed to bederivative

eitherfrom various assumptions employed for simplifying theintroduction of

formulas,Or errOrin assumption of machine strain,Or ununiformity of stress

distribution of the measured section.

〔Ⅰ〕緒 盲

ダブルリンク型水平引込クレ←ンが各種の運動をなす

際に生ずる衝撃†血に対しては,従来→応仮定を立てて取

扱っていた｡今回これらの衝撃値を解明するたぎ)実物ミニ

ついて実測したので,その結果を検討してその一部をこ

ここ報告する｡

〔ⅠⅠ〕主 要 機 能

春機は第1図に示すような走行式橋桁上を横行する｡

ダブルリンク型水平引込クレーンであり,その主要機能

はつぎの通りである｡

能 力

旋 回

巻

引

旋

横

電

(石炭)..

半 径…‥,最大24m

上……80m/min

込……80m/min

回……1r/皿in

行……40m/min

源…… 440V

.150t/h

最小 9m

lOOkW

20kW

20kW

30kW

60〔〕

〔ⅠⅠⅠ〕実 測 要 領

実測再主上して巻__l二,引込および旋回運動による衝撃

に対して行い,第2図に示せる位置(α),(∂)および(c)

に光電管式歪計(1)を取付け,そこの部材の歪をオッシロ

グラムに記録して衝撃値を求めた.｡本報告は巻上および

引込運動におけるものを検 した結果である｡

〔ⅠⅤ〕巻 上 時 の 衝 撃

巻上時の衝撃で最人土考えF)れるものは地切時に起る

ものである｡したがって巻上衝撃上しては地切時の衝撃

のみを検討する｡なお木機の巻上装置は巻上土開閉をそ

れぞれ別箇の電動機で行うようになっている｡

(り 理論的検討

巻上地切時における衝撃は鋼索および鉄骨類に生ずる

弾性歪を考 して検討する｡なお計算に使用する記号∴主

つぎのご土きもの上する｡

γgご 鋼索速度(cm/s)

第1図

Fig.1.

ダブルワこ/ク型水平引込超重磯全休図

GeneralView of Double LinkType

LevelLu丘ng Grane

第2図 測 定 位 置 図

Fig.2.Locations of Measured Points

Ⅳご 鋼索1本にかかる静荷重(kg)

E:鋼索の弾性係数(kg/cm2)

Aニ 鋼索の純断面積(cm2)

エ∵ 鋼索の全長(cm)

gニ 重プJの加速度(cm/s2)

(A)鋼索の伸びの影響

荷重が地面を離れる直前には鋼索は静荷重 Ⅳに柵当

する伸び∂2(cm)を生じ,さらに荷重を加速するためこ

の伸びは∂1(cm)となる｡この状態から荷重が一定速度

鞍に達した土きには鋼索の伸びは∂2になっておる筈で

ある｡したがって鋼索の自重を無視する土,鋼索が伸び

∂1から ∂2 に縮んだとき放出するエネルギは

A丘-∂12 AE∂22

2エ 2エ
(1)

一方荷重の受取るエネルギは速度l㌔による遊動のエ
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第3図

Fig.3.

ネルギ

巻 上 衝 撃 説 明 図

SkeletonDiagramforExplanation

OfImpactduetoHoistiingMotion

lI■ト∫′-､

▼官吏~
と,鋼索が(∂1-∂2)だけ縮むためのイ､7眉

のエネルギⅣ(∂1-∂2)である｡したがって荷重の受取

った総エネルギは

Im㌔2 仁Ⅳ′ズ.ぶ_､ ′∩､

"+Ⅳ(∂1-∂2)………………‥(2)2g

である｡以上の2式を等置して

AE∂1 AE∂3 ll'ト′ミ
2エ 2エ

これを整理して

∂1=∂3+扉芸

2g

･l…≡ヱ

+lア(∂1-∂2)

==γ ‥

.(3)

∂1と∂2の比γは地切の際にブームの先端にかかる衝

撃荷重.と静荷重の比に等しい｡

(B)鉄骨の歪の影響

鉄骨の歪による影響ほ,近似的にこれを鋼索の伸びに

置き換えて考えれば簡単･に求めるこ上ができる｡今第3

図に示すように,ブームの先端に静荷 Ⅳをかけたと

きに生ずる垂直力向の歪をムLとする｡一方鋼索に荷重

lアを静的に加えてdエの伸びを生ずる鋼索の仮想長さを

エp とすれば

･古･～壮
6邑/ノル

ブーム胞～化J

1285

此ニー惣一あるいは■L=晋此=Aがr(4)
となる｡上式の∂rはブームの先端に単位荷重を加えた

ときに生ずるブーム先端の垂直方向の摂みを与える｡よ

って鉄骨の歪を考える代りに鋼索の全長が(エ+エゼ)で

あるとして,荷重Iアを力∩えたときの鋼索の歪を考えれ

ばよい｡したがって(3)式のrは(5)式のr′となる｡

γ′=1+扉勒(エ+∂γAg)
(C)数値計昇

以上の諸式に数値を入れて計算Lてみる｡

VH:80m/min=133cm/s

点㌧1.0×105kg/cm2(仮定)

エご 5,240cm

∂Ⅴ:3.71cm/t(計算値)

lt･ご! バケット自重+潤み量

A:1.6cm2

g:980cm/S2

γ=1+吋

γ′=1+吋
==1.93

~互豆一

肝乙g

3,000kg

-111tlIl■】

l傷な(エ+∂-dE)

-2.35

1-‖Ⅰ欝

以上はいずれも80m/minの全速で地切した場-〔γであ

る｡

(2)実測値の検討

第4図ほ一巻上略の衝撃を記録せるオッシログラムの一

例である｡各曲繰はそれぞれ電流値,電動機回転数およ

び第2図の(α),(∂)および(c)における鉄骨の歪の変化

を示したものである｡このLいでNo.3ブームの(α)付二置

における衝撃値について検 してみる｡

(A)二巻下げ時の接地ならびに加速および減速が起る

際にほオッシログラム上に高い波が現われて衝撃が起つ

ていることを示す｡

重義電軌腑散
つンム他Jr♂)
∠ノー

ピンラLソク刷

】
【
l

一巻L--

l

用
Ⅶ

ーーー7月---------･--･t

慨
F

イ芋

止

滅

漣一汁ーーーー巻上

日寺 間 (J)

第4回

春上衝撃実測図

Fig.4.

Oscillogram ofImpact

duetoHoistingMotion
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(B)潤みが進むにつれてブームこ加わる荷重が士酎Fl

しブーム(α)における歪が増している｡

(C)ついで巻上電動機の起動と土もこオッシログラ

ム上に波が現われ,さらに地切に至って最大の波が現わ

れている｡この際のバケットの掴み量は約3tであり,

旋回半径は最大であった｡

グラフより空バケットの場｢-γすなわち巻上開始前と石

炭を掴み上げた場合との差を見ると76kg/cm2であり,

これはあきらかこ潤み量3tによってプ←ム(3)の(α)

位置に生じた応力である｡したがってバケットの自重

(3t)を合計した荷重こ対しては

3,000kg+3,000kg

76kgx(旦3,0001くg )=152kg/cm2
の筈である｡一方地切時の最大応力振幅に相当する値は

110kg/cm2である｡したがって地切時の衝撃値上して

は-!芸0二55kg/cm2となる0故に静荷重の場合と衝撃
を受けた場合±の応力比は

γ/=
152+55

~15豆~ =1.36

なお地切の際の巻上速度はグラフより,ほぼ全速の

65% であることがわかる｡

(3)実測値と計算値との比較

地切速度侮を実測値と等しく全速の65%すなわち

133cm/SXO.65=86.5cm/Sとして計算してみると,(5)

式より

γ′(計算値)=1+0.93×0･65=1･6

となり,一方実測の結果は前項に求めたごとく

γ′(実測値)=1･36

である｡

すなわち実測値は計算値より低く,その比は1･18で

ある｡これは鋼索の伸びおよび鉄骨の歪の仮定にある程

度の誤差が免れないためと考えられる｡

しかして上記の実測値を全速で地切したものとして換

算してみると

γ′max=1+0.36× 0.65
=1.55

となる｡

〔Ⅴ〕引 込 時 の 衝 撃

引込運動においてはブームの位置によって引込ラック

にかかる衝撃の大きさほ異る｡今回の実測ではブームを

最小半径に引込んだときの衝撃が最大値を示したので,

本報告ではこの場合について検討する｡

(り 理論的検討

(A)ブームを出し入れする土きの衝撃値に最も大き

な影響をおよぼすのは荷重の振れに起因するものであ

る｡弟5図のごとく,吊上げた荷重lアが振ると考える｡

第5図

Fig.5.

第6図

Fig.6.

第9号

引 込 衝 撃 説 明 図

SkeletonDiagramforExplanation

OfImpact due to LufBng Motion

;ミーー1■

引 込 衝 撃 説 明 図(加速時)

SketeronDiagramforExplanation

ofImpact due to LufBng Motion

(Acceleration)

今ブームの先端が水平に1㌔の速度で動いていて瞬時に

停止して荷重が振れ始めたときを考える｡ブームの先端

に働く水平分力ガは鋼索の張力rから生じ

H=TsinO=WtanO

となる｡

今,β=振子の最大角度,J=振子の長さ

とすると,荷重の位置のエネルギと,運動のエネルギと

の関係から

Ⅳ(才一Jcosβ)=

cosβ=1-

ll-ト::
2g

l-ま-:

2gJ

β=COS-1(ト .(7)

上式は荷重の振れ角βと引込速度γムとの関係を与え

る｡これは減衰抵抗を考えない場合の限界を示すもので,

Jが長くなる程その振れ角βは小となり,したがって水

平分力gが減少することを知る｡すなわちプ←ム先端の

鋼索が長い程引込衝撃が減少する｡
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(B)今引込運動の停止時の荷重の状態を考えるニ,

停止前にば常には減速される土l司時に,プ←ムその他が

歪を起すため荷市の振れ,したがって引込の衝撃が相丁当

減少する筈である｡

ノ㌢荷重Ⅳがブrムの先端に垂直こ下がって静止して

t-､る状態から引込運動を始め,等速運動から減速状態に

入り,ついで停止iこ至る問の荷再の運動を考察する｡

第`図においてブームの先端が0から加速を始めαだ

け進んだとき,荷重Ⅳほ阿のご土き位置に振れた上す

る｡rを鋼索の張力とするとその水平分力はr

であるから,運動方程式は

∽雷-rセデ)-=0………………(6)
今振幅が小なる場合J≒ツ と考えられる｡したがって

r=肌gとなる｡故に(6)式は

飲r
〟｡〝(α-∬)研セー椚g⊥二

df2
‖▼O

J
=0

すなわち

■J､.r
d才2 +子∬=号α‥ .(7)

今ブームの先端が停止の状態から一定の加速度∝で一

定速度仇に加速されるものとすると･αニ芸∝J2となる
から(7)式は

lノー-.r

(什-

となる｡

.J､､.l･

(ノ/こ:

+子方=…∝f2×

+子年=0の一般椚烏

.(8)

x=CISin/l享t･C2COS/ft

∬=∝(喜f3-‡)となる0よって(8)式の一般解は

x=CISin/亨t･C2COS膏榊(一芸t2-‡)(9)
ただしClおよびC2ほ定数で初周東什により決定さ

れる｡すなわち,た0で∬=0,一票=0であるから,こ
れらを(9)式および,(9)式を才に関して微分したもの

に代入すると

cl=0およびC2=αイとなる｡したがって(9)式｣丈

∬=∝‡cos庸榊(与fし妄)…………(10)
簡単･こするため(ズ,y)座標に変換すると,∬=α+ズ=

αg2+ズであるから

ズ=∝‡cosノ子恒(一芸f2-‡ト…よf2

=∝-…(cosノ享ト1)………………‥(11)

第7図

Fig.7.

引 込 衝 撃

Skeleton Diagram

OfImpact due to

(Constant Speed)

明 図(等速時)

for Explanation

Lu戊ng Motion

これが支点とともに移動する荷重Iyの加速状態にお

ける運動を示す｡最大振幅月1はCOS序=-1のとき

β1=一里∝…………………………(12)
g

つぎに等速運動qlの状態は同様に,ブーム先端が荷重

より み1だけ先行して等速に移り,αだけ進んで第7図

の状態になったとすると

.J-､l･

l汀･ +子∬=ざα‥
α=Ⅴ乙才であるから

′/:､.l･

.〟-･+子∬=ざ仇f .(14)

x=CISin/ft･C2COS/ft･Tlt
このときの初期条件ほ

才=0でズ=み1,また加速帖問をflとする.と(10)式より

lJ.l･

･J/‥-

であるから,

∬==一∝

J

壷

=一α‡/享sin播州.

=イ‡sin序+仇
c2=bl,Cl=-∝‡sin/ftl

sin膏雨n序
+みICOSノ亨什軋才… .(15)
(ズ,y)に座標を移す土,∬=α+ズ=y乙才+ズ である

ズ=-∝‡sin/一亨摘nノ号什恒osノ書方
……(16)

なお∂1の値は(11)式のオに≠1を代入したときのズ

の伯である｡
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Fig.8.

引 込 衝 撃 説 明 図(減速時)

Skeleton Diagram for Explanation

OfImpact due to Lu伍ng Motion

(Retardation)

み1=ズ(呵=∝‡(cos伸一1)……(17)
さらに進んで,減速に入ったときの状態は,同様にブ

ーム先端が減速に入ってからαだけ進んだ位置を考えて

(弟8図)

lJ-:ユ･

`什: +子∬=子α
βを減速歴とする上,

′Jl-′ノ‥

であるから

`ノー､.l･

(什: +子∬=子(仇卜喜郎2)………･(18)

x=CISin/ft+C2COS/ft

一与β打払号⊥β………･(19)

この上きの初期条件はた0で,∬=∂2,C2=∂2-‡β･
また血/dfは(15)式よりfに等速時間f2を代入して

叫転2-=-∝ノ奈nγやcos伸

一∂1序in仲+叛
であるから(19)式を微分したものと比較してClを

Cl=-∝‡sin/ftlCOS/ft2-blSin仲
となる｡故に(19)式:i

第9図

Fig.9.

第37巻 第9号

引 込 衝 撃 説 明 図(停止時)

Skeleton Diagram for Explanation of

Impact due to Lufhng Motion

(Stopping)

x=-(∝‡sin/ftlCOS/fi2･blSin/享t2)

×Sin庸十(b2-‡β)cos/号t

一言β∫2+仇什‡β･
座標を(ズ,y)に変換する土,

∬=α+ズ=Ⅴ乙才一 去βg2+ズ

.(20)

ズ=-(∝‡sin仲cos/争+抽ノ享子2)

×Sin/チt･(b2-‡β)cos/号t･‡β･･(21)
∂2の値は(16)式の=二わを代人したときのⅩ上なる｡

b2=旦t=t2)=-∝ま-Sin/filSin/ft2

+∂1COSノチf2…………‥(22)
最後にブーム先端停止後の状態(第9図)は同様に

慧十手∬=0

x=CISin/享t･C2COS/享t………･(23)
このときの初期条件はg=0で,∬=み3,C2=∂3となり,

Clは前上同様に(20),(23)式より諌めると

Cl=L(∝妄sin/ftlCOS/fi2･blSin/ft2)

×COS庸一(∂2一‡β)sin序
である｡
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第10区I

Fig-10.

荷 重 振 動 図

Oscillation of Load
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∴∬=-〔(∝まsin仲cos仲+摘n仲)

×COS†/1tti･(b2--まβ)sin,/享t3〕

×Sin,/ft+b3COS/号t………･(24)
∂.ぅは(21)式てたわ 土Lた土きのズ叫直であ々〇｡す

∂j=旦瑚=-(∝‡sin浄cos/享子2

+blSin/享i2)sin/子t3･(b2一-まβ)

×COSノ享析‡β‥‥‥‥‥･･･………(25)
(25)式において∬の巌大憤｢王,∂1,み2Jiよび∂二うJう絶

cos/子t=-1,COS/享i2=±1,COS/亨t3=-1
となった±きである｡この亡き♂〕∬の伯:三

∬max=2J(叶β)………………‥(26)
g

すなわちブーム先端が停止後の荷重Ⅵ㌦瑚馴針βの最沃

仙卜工つぎJ)ょうになる｡

βmax=4才一(叶β)………………‥(27)
g

つぎにブーム先端の歪〔ノ);;‡ラ習を考える｡この妄i言･三響｢王ブ

ーム先端壌歪び〕エネルギだけ振れが減少寸うと増え⊥､〕れ

る｡この歪のエネルギg｡:王

ー､､

lア2tan2β∂〟

2

ただし β=荷重の振れすi宛=ブ←ム先端J~)バネ常数

しかしβが小たる±き･言上記の値鳥づ工∴小三なるから

これを省略すろ上水､ドカガの最大一正誉(27)式上｢

‰ax=2′(叶β)×アg

2町(叶β)‥.……………(28)
g

(C)引込運動の惇｣L二1 に上巳,上記の他に運軌部分の

慣･【1モトノJに堪`二衝撃を考える必要がある｡

紺1,紺2,ぴ3‥.…….各運動部分の

ul,リ2,ひ.ト……‥各運軌J■祁分の速度

ヒすれば運動エネルギβf は

β宜=
紺1U12十紺2U22+紺3U32+……

二～-‥･-:

rま=慣性力こ上る引込ラックの張力

Uγ=ラックの速度

1二すれば

g宜=∫宜町ち3

r 2竺旦_=2∑竺1ヲ
ひr才3 2gひrち

=≡豊……………………‥(30)
(D)以上の式に実際の数値を代入してみる｡

J=5m 酢=2.9t l′乙=1.33m/s(平均速度)

tl=3s t2=8.5s t3=1.7s

以上の数伯で計算して荷 の運動の状態を示したのが

第10図であり,実測図帯12図(次頁参照)に相当するもの

である｡-す~なわち,ブーム先端停止時の最大振幅は2×

1.12m,でこれによりブーム先端に生ずる水平力方は

ガ■=Ⅳ×
l･tコ

5
二=0.224×Ⅳ===0.224×2.9t

=0.65t

/1ぎに(30)式に対しては

∑紺リ2=9.49t-m2,/s2(計算値)

ひγ=0.1725m/S f.i=1.1s

rr ∑ぴリ2_
9.492

gu,J3 9.8×0.1725×1.1

=5.08t
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第11図

引込衝撃実測図(2.8t梱)

Fig.11.

OscilogramofImpact due

to Lu伍ng Motion

(With2.8tLoadedBucket)

第37巻 第9-～J･

第12図

Fig.12.

弓与 ｢訂 (Jj

引込衝撃実測図(空バケット)

OscilogramofImpactdue to Lu丘ng

Morion(with Bucket Empty)

(2)実測伍の検討

(A)今第Il図,弟】2囲および第13図を比較検討して

みる｡これらの回はそれぞれつぎの状態を示したもので

ある｡

弟Il図 2.8t掴のときの引込運動停止時の状態

某12図 空バケットのときの引込運動停止時の状態

某13図 バケットを地上に降した状態で引込運動を

停止した状態

第12図と第13囲および第l】図と弟13図の差を見れば,

それぞれ空バケットのときと 2.8t掴んだときの影響が

見られ,第】3図と無荷重時の静的応ノ了(別に測定したも

の)との差によって_撫荷重時の状態が見られる｡

(B)各場合の実測値を比較検討して,荷重によるラ

ックヘの衝撃値を出す∴第1表より荷重の影響のみによ

るラックの弓長力と荷委の比は大体2.1であるっ すなわち

ラックには荷蒐の2.1倍の衝撃がかかる｡なお別に力繰

回によって諌めると,ブームの先端に水平荷重をかける

と,ラックの張力として,その10.8倍となって現われ

る｡したがって,ブーム先端の荷重に換算した衝撃は

2.1/10.8W=0.195W,またブームのみを引込んだとき

召寺 間~
.(J)

路 闇 (J)

第13図 引 込 衝 撃 実 測 図

(バケットを地上に降した場合)

Fig･13.OscilogramofImpactdue to Lu氏ng

Motion(Without Bucket)

は第1表のdlより,T,=250/2kg/cm2×25cm2=3,130

kgであり,このときの減速時間はち=1.1sである｡な

お以上の実測値はすべて引込ラックの溝形鋼の上匁で

測定したもので,計算はこの応力が全断面に一様に分布

したもの土して行った｡

(3)計算値と実測値の比較

(A)荷重による引込時の衝撃(5〃)

Sg(計算値)=0.2241ア 5g(実測値)=0.195

芙測値と計算値の比ほ 0.224/0.195=1.15

(B)慣性力による衝撃 これほ荷重がなくて,すな

わちプ←ムのみを引込んだときの衝撃値である｡

rr(計算値)=5.08t

rr(実測伊)=3.13×2=6.26t

(引込ラックは2本で一組である)

両者の比ほ 6.26/5.08=1.23

以上のごとくいずれの場合にも計算値と実測値の間に

は若干の相異が見られる｡これは引込ラック断面におけ

る応力の分布が均等でないためであると考えられるが,
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第1蓑 引 込 時 に お け る 衝 撃 惜

Tablel,Impaet of Lu伍ng Motion
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±3,100

±6,075

(注)♂はラックの応力,テックの断面蔵を25cm2 とする｡

特に(A)の場合計算値は相当大きな帥二を示している｡

れは鉄骨の歪を無視しかつ振暗が小さいものとして言 算

を簡易化し,さらに振動の減衰を無視したなごによるも

のと考えられる｡

以上の検討により引込運動時に生ずる衝撃値:七次式で

表わすことができる｡

S丘(ⅢaX)=

rγ

2椚

g

2Ⅳ

(α+β)×

(∝+β)
g

_∑紺U2
､･r■･ノ

(注)本実測における減速時間は制動機の調整の関係

により,非常に短縮されており,したがって衝撃

も大きく現われておる｡

〔ⅤⅠ〕緯 盲

以上巻上および引込運動こ伴って生ずる衝撃J芯力を,

オッシログラムにより求めて検討した｡

巻上暗における衝撃を含んだ応プJを･(5)式により計算

せる理論値と実測値上の問には若干の誤差がある｡この

誤差は理論式を誘導するに当り,機体の歪の仮定の誤差

および各部の摩擦損失なごを無視して式の誘噂を簡略化

せるためと考えられる｡

引込畔における衝撃は(24)式および(30)式により算出

せる理論値と実測値には_多少の誤差がある｡これは測定

せる引込ラックの断IFl~における応力分布の不均等や,鉄

骨の歪および振動の減衰を無視し,荷重の振暗が小なる

ものとして式の誘導を簡略化したなごのためによるもの

と考えられる｡

(り 巻 上

巻上時の衝撃の理論式ほ,鋼索の伸び上鉄骨の歪を考

えて(5)式を導出した｡鉄骨の歪‡まそれこ相1した伸び

を生ずる鋼索の長さに置換えて式中に挿入した｡ブーム

先端の静荷竜に基く応力の大きさと衝撃を含んだ応力の

大きさの比r′は

r′=1+鞍J云諾÷｡よ=1･6
となる｡

γ′(実測値)=1.55

(2)引 込

引込の場rTの衝撃は主二荷重の振れ烏よび運軌il･肛分の

慣性力により生ずると考えられ,その榔一局主′卜｣三径こ引

込んだ±きに最大を示した｡また衝撃値の大きさほ引込

速度,加速度および鉄骨の歪により影響を受ける｡

(i)荷重の振れこよるもの｡

x=L〔(∝‡sin/ftlCOS/ft2+blSin/ft2)

×COS庸+(∂2-‡β)sin仲〕

×Sinl/亨柚COSノ享子
これの最大値は

耳max=2グー(叶β)g

Sg(計算値)=0.224Iア

Sg(実測値)=0･195Ⅳ

(ii)慣性力によるもの｡

rγ(計輔=慧三=5･脱
rr(実測値)=6･26

以上の値十h､ずれも減凰 甘が異常に短い上さのもJ)

であるため,数値も大きなもの なっている｡

以上の検討において,理論的な考察は不十分ではある

が,一応実際の設計に応用しうる形に整えた｡実測その

ものにも不備な点もあり,今一歩前進した実測烏今後に

期したい｡

春夫測は名11r 1イ手),および名古屋埠

頭株式会社の幹部の~万々の絶大な御援助により遂行され

たもので,ここにあらためて深甚の感.謝を
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する｡
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日立造船株式会社因島工場納

50t 塔 形 水 平 式 引 込ク レ ー ン

50t Tower TypeLevelLu丘ngCrane

輸椚舶の受注が活気を帯びてきたj造舟冊fでご土,納柑ほ豆

縮と建造費切下げのため大形船舶のブロック裡造方式が

描出1された｡往来♂~)塔形クレーンで‡･絹巨力が間に合わ

､･l 鯉肯鼎二さ左に大容量のクレーンを要求して1

るが,今度の50t塔形水平引込クレーンは特∴このl=紺′リ

(7)ために附乍さ=貢げこもので,新.設計こもか■ゝホシ､ブーH㍑計

製作㌧もにきわめて短≠附肛二行ぅっれた記銘見であるこ

この種のクレーンは今迄使い馴れている塔形クレ←-ン

に校ノヾ相当に自重が棺くなる特長があるこ重かに, ㌧ニー′)■-_

つぎ♂〕ような新しい試みが実施されている｡

(1)形式はスイングレバー形でブームの僻仰に1心じ

て水平引込運動せ行う｡

(2)き上荷重の大小に応じて押ボタン操作こよる速

度切替を電軌で行うことができる｡なおを下帖ここ上

船殻建造に必要な低速(巻下達度の約10%)を出す

ためにダイナミックブレーキを採用している｡

(3)水~平引込の運儲旧ネジ式とL,大きな引込~ルニ

耐える構造上している｡

(4) 行装置㍑複線式クランクドライブ式で今まで

の塔形クレーン土同じであるが,今回はトラックに

単独の電動機せ4純情え,走行軸で各脚のトラッグ

を結ぶのを止めたのて構造が簡単である｡

(5)鉄片酢かここ上陸力熔接構造を採用し塵量軽減に

努めた｡

(6)本機こは抵抗線歪言 備えており,

ブームの半径指示上組合せて常こクレーン全体の安

にを許容税関で使周できる_とうになっている｡すな

わち,ある半径で安定を悪くするような人きな荷重

を吊る±,直ちに巻上Iil路を遮断する｡またそのと

きの許容荷倭80%の伯で警報を‖.岳三吉｢フして運転員に

加工せるようになっている｡

本健:工すでに試運転を終り,油槽船J~)建造にノ(いこ活

躍Lている.｢なお本機㍑国内てこの挿クレーン♂~)址人容

量ジ)もゾ〕であく)〔

型

仕 様

式‥..‥‥...‥‥‥‥.

スイングレバー形水平引込式

巻上荷重……Max.38m

24m

Min.18m

揚 程….軌条 上45m

軌条中心‥‥複線

巻
引

旋

走

電

上‥50t 8m/min1

28t16m/minj
込…… 32m一/皿in

同.‥‥‥.0.5rpm

28t

50t

50t

下5m

9m

100kW

50kW

50kW

行……30m/min4×40kW

源….‖….440V 60へ.

第1図 50t塔形水平引込ク レーン

Fig.1.50tTowerTypeLevelLu伍ng

Crane




